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第 13 回

●応募作品に本作品送付シート1枚を添付の上、送付してください。

●複数必要な際は、ご面倒ですがコピーしてご使用ください（以下ホームページからもダウンロードできます）。

●原稿用紙等を使用して2枚になる場合は、2枚目にも氏名を明記し、ホチキスを用いないで送付してください。

◆本企画について

　先生方のご意見、

　活用に向けたご要望を

　お聞かせください。

◆ 高校生福祉文化賞エッセイコンテストの問い合わせ先
    日本福祉大学教育文化事業室　TEL：052-242-3045　Eメール：15essay@ml.n-fukushi.ac.jp

◆ 高校生福祉文化賞エッセイコンテストのホームページ　http://www.n-fukushi.ac.jp/50th/essay/

1）高校に送付されたチラシ

2）日本福祉大学のホームページ

3）朝日新聞の広告

4）日本福祉大学発行「はじめてのふくし」

1）希望する（　　　　冊） 2）希望しない
＊「ふくし」を幅広い視点から理解していただく小冊子

　（参照：裏面「目次」）

●教科の時間（科目名　　　　　　　　　　　 ）

　1）国語

　2）家庭

　3）公民

●対象学年（　　年・全学年）

4）小論文指導関連の教科

5）福祉関連の教科

6）その他、学校設定教科

●教科以外の時間

　1）クラブ活動

　2）休暇中の課題

　3）補習・自習の課題

●対象学年（　　年・全学年）

4）その他
（　　　　　　）

5）その他
（　　　　　　）

◆ご覧になられた
　エッセイコンテストの
　告知に○をおつけください。

1）今回初参加

2）昨年度から参加

3）3回以上継続的に参加

4）わからない

◆貴校のご参加状況について

　お聞かせください。

◆「はじめてのふくし(＊)」
　送付を希望されますか(無料)。

◆どういった場面で

　活用されましたか。

◆ご記入いただきました学校名・先生の氏名やご意見を、次年度の募集要項にて使用させていただくことがございます。

　掲載不可の方はチェックボックスにチェックをお願いいたします（掲載時には改めてご連絡いたします）。 □ 掲載不可

先 生 の 氏 名

フ リ ガ ナ

担 当 教 科

先 生 の 氏 名

フ リ ガ ナ

担 当 教 科

高等学校立

※できればご記入ください。
合　 計         　　点分野①　　　　点 分野②　　　　点 分野③　　　　点 分野④　　　　点応 募 点 数

学 校 名

◆エッセイコンテストへの
　ご参加の理由を
　お聞かせください。
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『はじめてのふくし』 （2015 年 4 月 9 日第 12 版） ※年 1 回、日本福祉大学発行 

※ご希望の方は、表の「送付希望欄」にご記入の上、ご請求ください。 
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